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１．趣旨説明
○司会：2008 年 3 月に「三遠南信地域連携ビジョン」
が策定されまして、三遠南信地域ではこれまで以上に交
流・連携事業が推進されています。この交流・連携事業
は 3 県を跨ぐという性質を常に帯びていますが、本日
は全国各地の県境地域でさまざまな活動をされている皆
さまをお招きしまして、それぞれの地域の現状をお話し
いただきますとともに、今後、県境地域で目指すべき地
域の在り方を皆さまと共有することを目的に、「全国越
境地域政策シンポジウム」を開催することになりました。
それでは、「全国越境地域政策シンポジウム」を開催
いたします。
○戸田：皆さん、こんにちは。愛知
大学の戸田でございます。
愛知大学は全国の越境・県境で境
界を越えた地域づくりの研究をしよ
うということで、文部科学省の認定
を受け今年から研究を始めておりま
す。
三遠南信は全国の県境地域のモデルですが、今回の「第
1 回越境地域政策のシンポジウム」では、県境地域形成
に取り組んでおられるパネリストにお集まりをいただき
県境地域の新たな可能性について政策を語ろうというこ
とです。
地図で県境をもっている市町村をみていただくと、非
常に多いことに気が付きます。北海道と沖縄は周りが
海ですが、それを除きますと、人口でみましても 5 割、
53％です。市町村の数では 44％になります。そうしま
すと、広域で地域をつくっていくときに、県境を越えな
ければならないことに気づきます。ところが、実際には
なかなか進んでいません。
そこで全国で取り組んでおられる行政の方々、あるい
は研究者の方々にお集まりいただいて、これからの越境
地域政策をどのように考えていけばいいかを議論してい
ただきたいと思います。
進め方としましては、最初に各地域のご紹介をいただ
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いて、それからテーマを少し絞り込みまして議論をした
いと思っております。
２．地域紹介・活動紹介
○戸田：それでは早速、越境地域の活動の紹介をいただ
きたいと思います。最初は北からと考えております。青
森・岩手県境地域、八戸の大坪部長さんからご紹介いた
だきたいと思います。よろしくお願いします。
○大坪：皆さん、こんにちは。私は
本州最北端の青森県の南東部に位置
します八戸市から参りました大坪と
申します。どうぞよろしくお願いい
たします。私は行政の代表パネリス
トということで、本日はお話をさせ
ていただきたいと思います。
市の総合政策部というセクションに私はおりますが、
昨今のさまざまな情勢をふまえまして、広域行政あるい
は広域連携の施策についてかなり力を入れて取り組んで
います。　
本日は県境地域での取り組みということですが、私ど
もは「三圏域」という呼び方をしております、岩手県北
との広域、県境を跨がった取り組みについて、少しご紹
介を申し上げたいと思います。
八戸市を含みます三圏域の中で、まず、岩手県の県北
にあります久慈市は、NHK の朝の連続ドラマの「あま
ちゃん」で一躍有名になった市です。久慈市は人口が約
3 万 7,000 人。その内陸部に位置する二戸市という市が
あります。そちらの人口が約 3 万人。それと、私ども
の八戸市の人口は 24 万人ありますが、この 3 市が中心
となりまして、青森県の県南地域と岩手県の県北地域と
の連携を進めているという取り組みです。
古くは藩政時代のころから、南部藩という縁（えにし）
をもって結ばれた地域です。南部氏は中世から北東北の
地に居を構えて地域を統治してまいりましたが、もとも
とは山梨県の身延町、南部町の出身です。足利尊氏の時
代に北の地を治めよということで、南部藩を北東北の地
域につくり、その拠点の一つとなりましたのが八戸市で
す。
県境地域としては、青森・岩手両県の 16 市町村に跨
がる地域です。人口は合計約 46 万人、面積は 3,500 平
方キロメートルで、こちらの三遠南信地域の約半分とい
う感じです。人口 46 万人というのは、こちらの地域の
5 分の 1 ぐらいというスケールです。また、経済活動に
おきましては工業出荷額が約 7,200 億円。この地域と
は格差がありまして、17 分の 1 ぐらいの地域だと思っ
ていただければよろしいかと思います。
私どもの広域連携の取り組みが始まりましたのは、現
小林八戸市長が 2005 年の選挙でマニフェストに掲げて
スタートしたのが発端です。2006 年度に、八戸市・久
慈市・二戸市の 3 市長､ 青森県三八地域県民局ならび
に岩手県北広域振興局長の 5 者からなる連携の懇談会
を設置しまして、さまざまな連携施策を検討・実施して
います。
まず初めに、名称とロゴを決めようということで決定
しています。画面の右上のところにロゴマークと名称が
あります。「北緯 40°ナニャトヤラ連邦」という名称を
付けまして、ロゴマークとしては、三圏域のシルエット
と、地域産業が水産と農業という特性をもっております
ので、釣りざおと農具を手にしたシルエットとなってい
ます。北緯40度ぐらいの圏域に三圏域の市町村が収まっ
＜資料 2　青森・岩手県境地域＞
＜資料 3　三圏域（八戸・久慈・二戸）の概要＞
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ているということで、それをシャープにデザインしたロ
ゴマークを採用しています。
続きまして、今、取り組んでいる施策の内容です。こ
ちらの資料には、防災を中心にというお話がありました
ので、防災関係の連携施策を紹介させていただきました。
一昨年、東日本大震災がありました。三陸沿岸地域で
ある当市と当圏域は、常に地震・津波といった災害の危
険にさらされています。そのようなことから防災対策は
何にもまして重要な行政課題です。多重的に多くの地域・
自治体の間で災害時相互応援協定を結んでいます。三圏
域におきましても、まずは 2007 年度に連携施策のトッ
プを切って実施したのが、災害時相互応援協定でした。
そして、この応援協定に基づきまして、情報伝達訓練を
毎年 2 回ほど実施しています。
また、ハザードマップを各自治体でつくっているので
すが、それを共有しまして応援する体制を構築していま
す。本年度は、三圏域連携懇談会のなかで久慈市長さん
からご提案がありました、岩手県主催の久慈広域地域防
災訓練に八戸市ならびに二戸市の職員が参加・観覧する
という事業も実施しております。災害時には応援を円滑
にできるように、三圏域の顔のみえる関係づくりに注力
をしています。
防災事業につきましては、今、ご紹介申し上げたよう
な内容ですが、その他に専門部会を組織いたしました。
防災のほか、4 つの専門部会において、産業活性化、広
域観光、森林資源活用、そして住民の皆さんのスポーツ
文化交流という事業を実施してきています。
本年度からは、行政面におきましても、それぞれの市
の広報紙における各市の紹介を掲載する紙面交換を実施
しております。また、ふるさと納税という制度がありま
すが、それぞれ 3 市ゆかりの方々がいらっしゃること
から、相互ピーアールする事業も本年度からスタートし
ています。
以上、簡単ですが、私どもの青森県・岩手県北の三圏
域地域での連携の取り組みのご紹介とさせていただきま
す。
○戸田：ありがとうございました。防災を県境を越えて
どうするかということは、三遠南信にとっても大きな課
題だと思いますので、これは後ほどご議論させていただ
きたいと思います。
それでは南に下りまして、栃木・群馬県境地域、足利
工業大学の蟹江先生にお願いします。
○蟹江：蟹江でございます。栃木・
群馬の県境地域には両毛地域という
地域がありますが、ここでの県境を
越えた交流についてご紹介させてい
ただきます。
皆さんは、栃木県と群馬県につい
てわかりますか。私はいまだに鳥取
県と島根県の位置がよくわかりません。そのぐらい栃木
県と群馬県は位置が確認しにくいのです。図の右側が栃
木県、左側が群馬県です。ちょっと違うのが群馬県から
は総理大臣が 4 人、栃木県からは 1 人も出ていません。
そのぐらいの差です。明治初期、大泉町・千代田町・明
和町・館林町・邑楽町等は栃木県でした。明治の新制度
では県の境目がかなりいい加減で、元の幕藩体制の藩を
境界として仕切ったのです。これは物理的には川の真ん
中や山の尾根です。
今日の主要テーマは「県境を越えた」ということです
から、これは大変意義が深いと思いますが、栃木県と群
馬県の境目付近には渡良瀬川という川が流れています。
これは田中正造で有名な鉱毒の川です。あまりイメージ
が良くないです。この渡良瀬川を境にして、栃木県側の
佐野市と足利市、それから群馬県側の桐生市、太田市、
館林市および合併した館林の周辺の町、平成の大合併が
終わった後、5 市 12 町 3 村は 6 市 5 町に統合されまし
た。私の郷里の桐生市は、ここで分断されています。こ
れは全国的にも珍しい現象です。　この両毛地域、栃木
県と群馬県の現在では 6 市 5 町ですが、非常に仲良く
やっています。
細かい数字はともかく、位置的には首都圏の 80 キロ
圏にあります。群馬県と栃木県のちょうど中間部分です。
＜資料 4　栃木・群馬県境地域＞
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これは昔からの言い方をすると、上毛野国・下毛野国、
毛野一族が支配していました。上毛野国・下毛野国の両
方を取って「両毛」という言い方をします。
これは高崎経済大学のある先生が分けた経済地帯区分
図です。東京、隣接県である首都圏第 2 層、その外側
の首都圏第 3 層。首都圏第 3 層というと長野県ぐらい
まで入ってきます。非常に面白いです。これまでの経済
的な発展のトレンドをみると、それぞれが非常に特徴的
です。これは、後で戸田先生からお話があると思います
ので飛ばします。大学院生と一緒に研究した全国の狭域
的な地域連携 17 圏域のなかに両毛と、かの有名な三遠
南信が出てまいります。
両毛地域はこれまで絹織物で非常に栄えました。とこ
ろが、経済がトーンダウンしてしまい、これはちょっと
まずいと、何とかしなくてはいけないということで、昭
和 44 年に両毛地域開発推進協議会が発足しました。根
津さん（当時の会長）の財団法人日本経済研究所（現：
一般財団法人日本経済研究所）にお願いして、ここの診
断をやってもらいました。その後、両毛地域のなかにあ
るいろいろな既存の団体が連携を結びました。それが国
にも認められて、1992 年～ 1993 年には両毛地域整備
計画調査が 6 省庁合同で開始され、三遠南信ともども
大変注目された地域です。時間になってしまいました。
詳しくは後半にお話し申し上げます。
○戸田：ありがとうございました。地方都市の県境を越
えた連携については、後ほど補足していただきたいと思
います。今度はなかなか場所を認知しにくいといわれた
島根県ですが、藤山さん、お願いします。
○藤山：皆さん、こんにちは。実
は「島根は鳥取の左です」という T
シャツが売れていますが、島根県
は鳥取県の西側にあります。ここ
は地味な県ですが、全国で唯一の
中山間地域研究センターというも
のが 15 年前にできています。
それと同時に、これは島根県のセンターでもあるので
すが、中国地方 5 県の知事のもとで中山間だから一緒
＜資料 8　鳥取・島根・岡山・広島・山口県境地域＞
＜資料 7　両毛地域における組織連携＞
＜資料 6　狭域的地域連携 17圏域＞
＜資料 5　両毛地域の位置＞
11愛知大学三遠南信地域連携研究センター 紀要 2013
にやろうということで、非常に珍しいです。唯一だと思
います。中山間ということで県が連携した県境横断型の
組織になっています。
各県から約 100 万円をいただいて、毎年、共同研究
や共同事業をしています。8 年前からは各県からの派遣
が始まりました。現在、鳥取県、山口県からもご派遣い
ただいています。このような取り組みをしています。
どのようなことをしているかというと、もちろんいろ
いろな総会もするのですが、例えば研修や人材育成を共
同で進めております。各県のモデル地区を設定して、極
めて実践的なモデルを構築していくと。いろいろなコ
ミュニティの運営の仕方や複合的な事業運営といったこ
とをやっています。
そして、学生たちもどんどん中山間に来て頑張り始め
ています。学生たちを集めて、「中国地方学生フォーラム」
という若い人たちの連携も進めています。
このようななかから、自治会を通して、例えば国土形
成計画や広域地方計画にもいろいろな政策提言をさせて
いただく活動をしている地域です。以上です。
○戸田：ありがとうございました。日本の県境をずっと
みますと、やはり中山間は非常に多いわけです。その意
味で、どのように地域を維持していくかというのは、越
境する非常に大きな課題ですので、これも後ほど補足を
していただきたいと思います。それでは九州に渡りまし
て、宮崎・大分県境になります。延岡市の首藤市長さん、
お願いします。
○首藤：こんにちは。宮崎県の延岡
から参りました。
先ほどから栃木県と群馬県はよく
わからないとか、鳥取県と島根県は
よくわからないという話が出ていま
すが、九州になるとさらによくわか
らないのが実情ではないかと思います。おそらく、こち
らの皆さん方からすると、九州はほとんど海外という感
じがするのではないかと思います。
そのなかで、こうして延岡市と佐伯市の部分をクロー
ズアップして出しても、「これはいったい九州のどこな
の？」という感じがするかもしれません。九州の中央部
の一番東側の部分になります。　延岡市は合併をして
868 平方キロメートルあるのですが、合併前と比べる
と 3 倍ぐらいの面積になりました。人口はほとんど変
わっておらず 13 万人弱です。
延岡市のご紹介を一言申し上げれば、江戸時代には内
藤家、7 万石の城下町でした。また、近代においては旭
化成の発祥の地といったほうが通りがいいと思っており
ます。工業都市ということでやってきましたが、合併し
て農林水産業も含め幅広い産業構造になりました。お隣
の佐伯市との関係も非常に深まってきております。佐伯
＜資料 9　全国唯一の県境横断型中山間地域振興の
ブロック連携組織＞
＜資料 10　実践的なモデル構築＞
＜資料 11　宮崎・大分県境地域＞
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市との関係が深まってきたのはごく最近の話ですが、そ
の中で、私が県境（けんざかい）はなかなか簡単ではな
いと思ったことがありました。
今年、延岡市は市制施行 80 周年を迎えました。この
市制施行 80 周年の記念行事の一つとして、東京ガール
ズコレクションというイベントを誘致し開催しました。
東京ガールズコレクションをあまりご存じない方もい
らっしゃるかと思いますが、女性には非常に大人気のイ
ベントです。当日は、若い女性を中心に、結果として 1
万 5,000 人ぐらい集まってくれましたが、事前に我々
は一生懸命にピーアールをしました。宮崎日日新聞や宮
崎放送、テレビ宮崎などいろいろなメディアがあります
が、そういったところを通して、あるいは隣県の大分県、
熊本県、鹿児島県等にもピーアールをしたつもりでし
た。しかし、なかなか伝わっていなくて、大分のラジオ
局の女性と話をしていましたら「そんなのが延岡である
んですか。そんなのがあるんだったら、私、絶対行きた
い」という話を聞いたのが開催の 2 週間前でした。メディ
ア関係の若い女性ですら、県境を越えたら情報がなかな
か伝わっていかないことを痛感しました。
やはり県を代表する新聞も、県境を越えますと相手方
の県内では読まれておりません。また、テレビ局やラジ
オ局も、その意味では県境ではガラッと変わってしまい
ます。ですから、情報というものがいかに重要かと。情
報をしっかり県境を越えて流通させる、そのことが非常
に大事だと思っています。
それでは、内容をご紹介します。まず「東九州メディ
カルバレー構想」というものに取り組んでおります。こ
れは延岡市には旭化成グループがありますので、人工腎
臓や医療関連産業がいろいろと立地をしています。旭化
成メディカル株式会社もあります。また、大分県佐伯市
には川澄化学工業株式会社があります。他にも血液医療
や血管医療というジャンルに属する事業所が幾つか立地
をしています。既に企業集積があるものですから、さら
に強めていこうということで、大分県・宮崎県の両県の
合同構想ということで取り組んでいます。この「東九州
メディカルバレー構想」は、後でまたもう少し詳細にお
話ししたいと思いますが、そういったことが一つあると
いうことです。
それから、「大分・宮崎県境地域開発促進協議会」と
いう枠組みを大分県の佐伯市と一緒にもっています。こ
れを通して、今までは東九州自動車道という高速道路の
建設促進を中心に取り組んできました。先ほど来から、
他の地域においても同じように交通インフラの整備促進
がいかに大事かというお話が出てまいりました。私たち
の地域でも事情は同じです。この東九州自動車道をとに
かく早くつくっていくことが地域の連携につながり、産
業の活性化にもつながっていくということで取り組んで
きました。
そのほかにも佐伯市との連携事業として幾つかを挙げ
ております。広報連携もやっています。伊勢えびが両市
の特産の一つでもありますので、連携して「東九州伊勢
えび海道」というイベントをやっています。それから、
災害についても「延岡市・佐伯市災害相互応援協定」を
結んで進めてきております。以上です。
○戸田：ありがとうございました。今までは各県境地域
でしたが、今度の西座さんはオール九州のなかで県境地
域をどうするかという政策を進めておられますので、よ
ろしくお願いします。
○西座：皆さん、こんにちは。九州
経済フォーラムの理事をしておりま
す西座と申します。九州経済フォー
ラムとはいったいどのような団体か
といいますと、「九州はひとつ」、そ
して中央と九州を結び日本の将来を
九州が担っていこう。そのような思
いで九州の若手経済人を中心とした 30 年ほど前に設立
された団体です。
今日は九州のことを少し話そうということで、首藤市
長が言い足りなかった部分を少し話させていただきたい
と思います。
おそらく、皆さん方がよくいわれるのは、先ほども控
＜資料 12　大分・宮崎県境地域における連携＞
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室でいわれたのですが、「九州は一つになりやすいです
よね」「もうほとんど一つになっているんでしょう」と
よくいわれます。確かに「九州はひとつ」と、いろいろ
なところでもいっておりますし、一つになりやすいのは
事実です。
行政関係では、隣に首藤市長がおりますが、九州市長
会は大きな意味では一つになっているのではないでしょ
うか。しかしながら、一方で道州制議論などをみまして
も町村会においては、なかなか一つになっていないので
はないかと、そんな思いをしております。
九州は独特な考え方の部分もあります。例えば、「九
州で一番高い山はどこですか」というと、大分県久住の
中岳だと。では、「九州地方で一番高い山はどこですか」
というと、鹿児島県屋久島の宮之浦岳というのです。こ
れほど九州に対する感覚や思いの違いがあることも確か
です。九州で一番高い山は間違いなく鹿児島の屋久島に
ある宮之浦岳ですが、そういうところは現実的にあると
いうことです。
またもう一つの特徴として、九州は国境の島だという
認識もしております。10 月 26 日に、長崎県の対馬で
イベントがありました。そのイベントのなかの一つに、
「釜山の花火大会の花火をみよう」というイベントがあ
りました。実際に、26 日に行われた釜山市の花火大会は、
世界的にも大々的にいろいろなメーカーを集めた大きな
花火大会です。実は毎年、対馬から肉眼でみることがで
きるというのです。そのような非常に国境を意識する地
域であり、または福岡と釜山両市での事業もさまざまな
取り組みが行われているというような国境地域です。
この九州経済フォーラムが道州制を目指した活動をい
ろいろやっておりますが、これはまた後ほど紹介をさせ
ていただきたいと思います。以上です。
○戸田：ありがとうございました。県境域をつないでい
くと道州制的な感覚に行き着くということです。事例は、
後ほどお話しいただきたいと思います。
 
３．県境地域政策の紹介
○戸田：それでは少しテーマを絞りたいと思います。一
つは防災、それから医療、そして中山間、都市、そして
道州制というテーマを出していただきましたので、少し
その点を補足していただきながら議論を進めたいと思い
ます。
最初に防災です。これはどこの地域でも大変大きな問
題です。東北地域は 3.11 を直接の問題としてもってお
られます。現在、復興の段階にあります。そこで県境を
越えて八戸市がどのような活動をされてきたかというこ
とについて、大坪部長からご紹介いただきたいと思いま
す。
○大坪：越境と防災というテーマをいただきました。本
日はスライドを 3 枚ほど用意しております。まず、八
戸市の広域連携の状況を簡単にご紹介したいと思い
ます。県境地域政策からは少し離れるかもしれませ
んが、3 つほど、私どもが進めている広域連携の事
例をお示しします。
一番左側の「三陸沿岸都市会議」という組織は、三陸
沿岸地域に北は八戸市から南は宮城県の気仙沼市まで 7
つの市がありますが、その７市において、高規格道路整
備や港湾整備、観光政策など、国や県に対する要望活動
を連携して取り組む事業を昭和 59 年からスタートして
おります。
また、真ん中の団体は、「北奥羽開発促進協議会」と
＜資料 13　全九州県境地域＞
＜資料 14　九州経済フォーラムとは＞
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いう広域連携組織です。青森県・岩手県、さらには秋田
県の一部を含みまして、24 市町村で組織しております。
こちらは昭和 43 年の発足ですので、かれこれ半世紀近
くに及ぶ活動です。先ほど少しご紹介しました八戸南部
藩のエリアの市町村が連携・団結して、共同で東北新幹
線の建設や高規格道路の整備などの重点プロジェクトの
推進に取り組んでいる団体です。
そして、一番右側は「八戸圏域定住自立圏」の取り組
みです。こちらは総務省の制度で、八戸広域圏における
広域連携です。主な連携施策としては、広域の 8 市町
村において、ドクターヘリをカバーするためドクター
カーを導入し、多重的な救急医療体制を敷いております。
また、地域交通の分野では路線バス上限運賃を設定し、
8 市町村圏域内のどこを乗っても上限 500 円という制
度を構築しております。現在、合計 30 ほどの連携事業
に取り組んでいます。
このように広域のつながりがあるなかで、「3.11」が
発生しました。八戸市も震度 5 強、津波も 6.2 メート
ルという被災状況でした。被害額も 1,200 億円という
甚大な被害を受けました。市長の思いもありまして、八
戸市でできることはできる限り被災地支援に動こうとい
うことで、これからお話しさせていただきます被災地支
援の動きにつながりました。
一番上に書いてありますのが緊急支援物資の提供で
す。八戸市も被災は大きかったわけですが、まだ動く体
力が残っていましたから、全国市長会、さらには青森県
の市長会・町村会、先ほどご紹介いたしました北奥羽開
発促進協議会という青森・岩手・秋田に跨がる市町村へ
お声掛けをしました。
八戸市には陸上自衛隊の駐屯地があったものですか
ら、そちらの支援もいただき、八戸市にそういった団体
から支援物資を届けていただき、八戸から自衛隊の協力
もいただいて支援物資を提供しています。大変ありがた
いことに、長野県松本市からも紙おむつや粉ミルク、ト
イレットペーパー、米などをご支援いただいております。
ありがとうございました。
また、その下のなかほどからオレンジ色でお示しして
ありますが、八戸市は被災当初から災害廃棄物・災害が
れきの受け入れを積極的に実施しています。幸い当市に
はリサイクル産業が立地していますので、そこに協力を
いただいて災害廃棄物を受け入れております。現在も継
続して実施しています。
さらには行政職員の派遣・応援として、土木職員・水
道・消防、さらに医療支援チームの DMAT や給水車の
派遣を、三陸沿岸地域に対して実施しています。
これらについても、普段からみえる関係づくりやお付
き合い、広域連携の積み重ねが生きた事例だと思ってい
ます。以上です。
＜資料 17　支援物資搬送スキーム＞＜資料 16　東日本大震災と広域連携の取組＞
＜資料 15　八戸市における広域連携・交流＞
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○戸田：ありがとうございました。先ほどハザードマッ
プの共有がありましたが、通常、県境を越えてやってお
られるわけですか。
○大坪：先ほど災害応援協定の提携を 2007 年度に三圏
域 16 市町村で実施したと申し上げましたが、その 16
市町村において、その共有化を図っている状況です。
○戸田：ありがとうございます。防災は自治体の果たす
役割が多いと思いますが、首藤市長さん、ご意見はどう
でしょうか。
○首藤：今のお話のなかにもありましたが、東日本大震
災は、我々にとっても非常に大きなインパクトといいま
すか、防災に対して大きく視点を転換させられる出来事
だったと思っています。
東日本大震災ほどの巨大災害になりますと、単独の自
治体ではなかなか対応できません。その後の復興支援に
ついても、もちろん国を通じて市長会、あるいは県単位
で支援に取り組んできています。
こうした枠組みとは異なる切り口を申し上げますが、
福島県いわき市と延岡市は兄弟都市です。「姉妹都市」
と同じような意味合いで「兄弟都市」という盟約を結ん
でおります。そのお付き合いが長いものですから、遠く
の親戚ぐらいの感覚があります。3 月 11 日が震災日で
したが、ずっと連絡がつかずに 3 月 14 日にやっと電話
がつながりましたので、「今、何が必要ですか」といっ
たら、「水が要る」ということですぐ手配をしました。
翌日 3 月 15 日に 10 トン車にペットボトルをいっぱい
詰めて送り出したということがありました。その後も
ずっと人の派遣などさまざまに、特にいわき市に対して
は続けてきております。
その後、日ごろからいろいろな備えを協定というかた
ちでしておこうということになり、いわき市の親子都市
である秋田県由利本荘市も含めて親子兄弟で一緒に災害
時の連携協定を結ぼうということで、この 3 市で巨大
災害のときの相互応援協定を結びました。また、福井県
坂井市が姉妹都市ですので、それとは別に坂井市とも災
害時協定を結びました。
先ほど申し上げたようなお隣の県、佐伯市のような隣
接しているところともやっていますが、離れたところ、
要するに地理的条件が違う、例えば地震が起きたら同時
には被災しないだろうと思われるところとの連携協定が
非常に重要です。リスクをヘッジするという意味合いか
らも非常に大事だと思っております。
防災では個人のレベルで「自助・共助・公助」という
言い方をします。自分でできるだけ自分の命を助けま
しょうとか、お互いに地域の皆さんで助け合いましょう
とか、あるいはそれができないところは、公が災害対策
をしっかりやりましょうと。「自助・共助・公助」の考
え方を敷衍して、自治体についても個別の自治体を一つ
の単位として「自助」、あるいは複数の自治体同士での「共
助」、それでカバーできない範囲は国や県という「公助」
に相当する備えや制度に置き換えて考えることも必要で
はないでしょうか。我々は、自治体同士の共助の部分が
長い間欠落していた、視点として欠けていたという反省
も少しあるものですから、そういう協定なども今、結ん
できています。
○戸田：ありがとうございます。特に三遠南信のように
かなり地域が広いと、南北方向を補完することによって、
防災につながるのではないかという気がします。
では、防災に続いて生きていく、生活していくという
なかで医療が大きな課題ですので、続いて首藤市長さん
医療と越境について、少し先ほどの補足をしていただけ
ますでしょうか。
○首藤：それでは医療というテーマです。先ほど申し上
げました東九州メディカルバレー構想について、もう一
度、1 枚のスライドを出させていただきました。
宮崎県と大分県の連携で「東九州メディカルバレー構
想」をやっています。延岡市は、ちょうど中心部にあり
ます。両県で取り組んでおります「東九州メディカルバ
レー構想」のなかで私たちが一番のメインステージにな
るぞという思いで、「延岡市メディカルタウン構想」を
策定し連携しながら進めております。
これは先ほど申し上げましたように、血液医療・血管
＜資料 18　東九州メディカルバレー構想＞
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医療に関連する医療機器産業の振興という取り組みで
す。医療とは色合いが少し違いますが、関連の取り組み
です。
そのなかで、最近は特にアジアとの連携を深めていこ
うということで、これは今もおみえですが、タイから医
療従事者を数カ月受け入れて研修をしておかえしする。
そして、日本の医療機器のハンドリングに慣れていただ
くことによって、アジアの医療産業、アジアで使ってい
ただく医療機器を日本メーカーのものに親和性を高めて
いくという取り組みです。
また、これは医療の部分ですが、我々がお金を出して、
宮崎大学医学部に「血液・血管先端医療学講座」という
寄付講座をつくりました。その寄付講座の拠点として、
県立延岡病院のなかに講座を新たに開設していただき、
そこに大学の先生というかたちでドクターに常駐してい
ただいているので、県立延岡病院の医療レベルの強化に
もつながりました。
今度は純粋に地域医療という部分についての話です。
一時期、全国の公立医療機関からドクターがどんどん
減って大変だと。もともと日本におけるお医者さんの
数は、単位人口当たりでみると、他の先進国と比べて 3
分の 2 ぐらいしかいないと。数が足りない世界の話な
ので、そのなかで偏在が起こってきて余計に大変だとい
うことが、全国で起こっています。
我々の地域もそのなかにあります。県立延岡病院が私
どもの地域の一番最後の命の砦といわれるところでした
が、お医者さんが減ってきて、どうすればこの課題が解
決できるかということで、いろいろな取り組みを進めて
きました。
この県立延岡病院は、もともと熊本大学の関連病院で
す。歴史的には、熊本大学から相当たくさんのお医者さ
んに来ていただいています。ところが、1970 年代に 1
県 1 医科大学制度が進められて、各県に医学部あるい
は医科大学ができていきました。その背景があって、後
に今度は医者が足りなくなり、国が地域医療を何とかし
なければいけないとなったときに、もう 3 年ぐらい前
ですが、地域医療再生計画をそれぞれの県でつくりまし
た。
ところが、私どもで非常におかしいと思ったのは、結
局、国としては、各県に地域再生のためのお金をばらま
いて、「各県ごとに対策を考えてください」という話に
なりました。ですから、各県ごとの地域医療再生計画が
できました。あくまでもそれは各県のなかでの再生計画
ですから、他県との連携はほとんど考慮されていません。
ところが、我々の地域における最後の命の砦である県
立延岡病院は、以前から熊本からたくさんのドクターに
来てもらっています。今でこそ宮崎大学医学部出身者は
増えました。地域医療再生計画がどのようなかたちで取
り組まれるのかというと、全国でよくあるのは、大学の
医学部等に寄付講座をつくり、そこにお金を出すことに
よって、大学の医局からいろいろな県内の公的医療機関
にドクターを派遣してもらおうと。そのことに対してお
金を出しましょうという仕組です。
それは見方を変えると、私どものように他県の大学か
らドクターに来てもらっている病院から、その大学が県
外のお医者さんを引き揚げて、県内の公的医療機関に派
遣するという移し替えをすることによって、お金が大学
の医局に入るということにもなります。これは、逆に医
療のブロック化を進めていくだけです。例えば、九州な
ら九州全体の医療資源の効率化という観点からは、非常
に逆行している面があると思っております。ですから、
そのようなことをなくすような取り組みを、我々基礎自
治体としてはしていかなければいけないと思っておりま
す。
そういうなかで、このドクターヘリの取り組み。これ
はドクターヘリで宮崎大学や熊本大学の医学部にも対応
していただき、県境を越えて運用できる仕組みをしっか
りつくっていこうとしております。
右側になりますが、全国の市町村で初めてだそうです
が、私どもの地域では「延岡市の地域医療を守る条例」
をつくりました。さらには広域的に、医療機関において
ドクターに過重な負担がかからないような取り組みを住
＜資料 19　地域医療への取組み＞
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民啓発活動として進めてきています。以上です。
○戸田：ありがとうございました。県境域にとって医療
は非常に大きいです。どこの自治体でも課題だと思いま
す。また、ドクターヘリについては、県を越えると飛べ
るようで飛べないという他県境のお話も聞きました。や
はり全国的に考えなくてはならないことだという感じが
いたします。
そういう問題が非常に切迫するのも中山間になろうか
と思います。藤山先生、先ほどの発言に補足をいただき
たいと思います。
○藤山：こういう県境を横断した組織は、先ほど首藤市
長さんがおっしゃった情報の共有や発信が鍵を握ってい
ると思います。中山間の問題もいろいろ共通していると
ころがあると思います。
まず、やはり県境地域で、ちょうど今、目の前にある
ように共通の情報のスクリーンに、いつも県境地域の、
自分たちの地域の姿を映していくことが本当は重要なの
ではないかと思います。
今、中国地方では、例えば中国 5 県のあのような組
織があるわけですから、いろいろなアンケートも共通に
して、今、本当に現状や課題はどうなのだろうかという
ことを、できるだけ共有化するような取り組みを進めて
います。例えば、これは各人口規模別エリアに、いろい
ろな機関・医療機関などがどれだけ残っているのかとい
うデータがそろいます。そうすると、今、それぞれ個別
の拠点はなくなりつつあるという非常に深刻な状況が浮
かび上がります。
現状と課題が共有できたら、今度は課題に向けての知
恵や手法の共有です。これもいろいろなところで、いろ
いろなチャレンジをしています。それがばらばらでは
なく、みんなで知恵を共有できる。いうなれば、山の 5
合目からチャレンジをするような仕組みが本当は重要な
のではないかと。このようなかたちで、昨年度からいろ
いろな事例のデータベースづくりを進めています。
次は未来像の共有です。未来がどうなり得るのか。愛
知大学でも GIS に力を入れていらっしゃいますが、中国
地方でも 5 年前の広域地方計画のときに整備局と中山
間地域研究センターで一緒にやったものです。人口分布、
大字レベル、町丁名、それからいろいろな分野の拠点配
置。こちらは病院の配置です。それから交通ネットワー
ク。こういうものを全部重ねて落として、二次医療機関、
三次医療機関から、どこまでカバーするのか。しかも、
それは何人まで、何パーセントまでカバーするのかが全
部わかります。そして、こちらでも三遠南信の高速道路
の整備が進んでいるようですが、中国地方も尾道松江線
という縦軸の高速道路がようやくつながろうとしていま
す。つながった場合、どこにどれだけ効果が出るのか、
あるいはそれに合わせて拠点を配置し直したらどうなる＜資料 20　中山間地域アンケート調査の共同実施＞
＜資料 21　地域づくり事例データベースの公開＞
＜資料 22　広域分析の事例＞
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のだろうかというのが定量的にわかるような未来像とし
て共有できるようになっています。
このような共通のスクリーンを映し出すような取り組
みは、非常に手間暇がかかるところもありますが、必要
があるのではないかと。そのようななかで、きちんと中
山間の課題を、実感をもって共通意識のなかで国への政
策提言、データに裏打ちされた提言を行っていく必要が
あるのではないかと思っています。以上です。
○戸田：ありがとうございました。藤山先生のところで
は、自治体ではなく小地区、つまり旧村や小学校区の受
け手をつくっていっている。これは非常にすごいと思い
ますが、こういう結果を受けるのはどれぐらいの範囲の
地区でおやりになっているのですか。
○藤山：一番小さくは大字町丁目でやっていますから、
いくらでも集計できます。ただ、やはり小学校区、公民
館区ぐらいの一次的な生活圏が一番ポイントになるかな
と思います。人口予測も、その単位でやっています。
○戸田：ありがとうございました。ちなみに三遠南信で
すと、小学校区を全部拾うと 388 あります。ですから、
31 市町村という単位もありますが、小地区に砕くと約
400 で、いろいろと考えることができてきます。これ
は県境を越えるうえで一つの見方ではないかと思いま
す。
○戸田：続いて、都市部のほうに入りまして、蟹江先生
に先ほどの話を補足していただきます。また、中山間の
感想もいってくださればと思います。よろしくお願いし
ます。
○蟹江：それでは、2 巡目の話をしたいと思います。時
間もだいぶ押していますので、かいつまんでお話をさせ
てもらいます。
先ほど両毛地域の話を少しさせていただきましたが、
昭和 44 年に「両毛地域開発推進協議会」という組織を
つくりました。そのまま、市長や議会・商工会議所の会
頭という既存の団体の組織が両毛地域の組織をつくりま
した。このなかで特に際立って、幾つかいいことが実現
しました。そのいいことをご紹介します。
昭和 52 年「特殊災害消防対策相互応援協定」。これ
は両毛地域と伊勢崎市を入れて 6 つの市で、火事が発
生したらすぐに県境を越えていくと。火事が発生したら
5 分が勝負だそうですから、5 分以内にすぐ近くの消防
署から駆けつけるという協定です。
昭和 58 年「両毛 5 市水道災害相互応援協定」、両毛
地域の水源は主に渡良瀬川です。後は伏流水と地下湧水
です。もしある市の水道が枯渇した場合には、水道の本
管のバルブを開いて差し上げますと。これが現実に機能
しています。実際に太田市と足利市の間でありました。
平成元年「社会教育事業の相互参加公開」、社会教育
事業を両毛地域内の自治体がオープンにして、どこから
参加してもいいと教育長会議で決めました。併せて両毛
地域の公共施設は全て同じ利用金額で利用しましょう
と。さらに、余勢を駈って、例えばケーブルテレビ（CATV）
を一緒にやろうとか、地方卸売市場を中央卸売市場にし
ようとか、いろいろ話が出ました。ただ、いずれも頓挫
しました。というのは既存事実があったので実現しませ
んでした。最後に、現在進めている「両毛広域医療連携
調査研究会」です。両毛地域の 5 市には二次医療拠点
が 6 病院ぐらいあります。そのうちの 2 つは第三次救
急医療拠点です。ドクターヘリが飛ぶ病院です。
ただ、残念ながら地方の医療機関は幾つか標榜科目が
欠けています。特に危ないのは小児医療です。ある病
院には産婦人科はあるけれども小児科はない。小児科
は、ほかの市にお願いするということでお互いに不足し
ている部分で相互補完関係を保っているのが医療界で
＜資料 24　両毛地域の通勤圏＞＜資料 23　両毛地域の政策協定＞
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す。我々の定住条件として重要な条件ではないかと思い
ます。ご紹介のあった九州の医療システムよりかなり低
いですが、我々が日常的に定住するときに一番重要だと
思っているのは医療ですから、その点でお互いに補完し
合おうということで大変期待をかけています。
両毛地域は、栃木県・群馬県の県境を挟んで非常に活
発な労働力の交流が行われています。例えば、足利市か
ら太田市、大泉市に毎日 5,000 人以上の通勤者がいます。
逆に、この群馬県側から栃木県側に約 3,000 人の通勤
者がいます。
モータリゼーションの現在、県境があろうがなかろう
が働く場所があれば 30 キロ圏ぐらいは移動するという
状況です。都市間の労働力交流に加えて市部から町村部
への通勤行動がみられます。これは工業再配置法の関係
で、首都圏の工業団地が両毛地域、特に栃木・群馬両県
に移転しました。両毛地域のなかには工業団地数が 36、
団地面積は 992 ヘクタールあります。
特にビッグネームとしては、トヨタ自動車にはかない
ませんけれども、富士重工業、東京三洋電機の大泉工場
がありましたが、これは現在パナソニックになっていま
す。従来、絹糸で工場基地を形成してきた両毛地域が、
現在は時代の流れとともに先端産業にシフト替えされて
います。三遠南信にはとても及びませんが、平成 18 年
の両毛地域の製造品出荷額は 4 兆 5,800 億円です。こ
れは群馬県の 58％、栃木県の 52％です。両県にとって
は半分以上のシェアを占めています。
○戸田：ありがとうございました。以前から産業が集積
している地域ですから、企業の立地がなされると、通勤
もつながります。当然、購買やいろいろな行動も県境を
越えてなされているということになります。
そのなかで、技術開発などの取り組みはどうなってい
るのだろうとお伺いしたいですし、なぜ卸売市場の統合
が挫折したのかということも聞きたいと思うのですが、
今日は時間がありませんので、後ほどの分科会でまたお
聞かせいただければと思います。
それでは、最後に西座さんの道州といいますか、県境
から九州全体の地域づくりに発展する取り組み。最初に
ご紹介がありましたが、九州ではどうやっているのかと
いうことについてご紹介いただきたいと思います。
○西座：ありがとうございます。道州制に向けての取り
組みです。道州制と一言でいっても、その導入までの課
題・問題、ハードルは非常に大きなものがあると感じて
おります。やはり県境の町には過疎地域が多いです。過
疎地域の行政の自治体の方は、当然ながら道州制に反対
している立場の風潮の皆さんが多いと伺っております。
九州で 7 県、約 230 の小自治体のうち 85 の自治体
が県境を抱えております。この県境を抱えている市町村
を対象にした「九州県際サミット」を、今年で第 3 回
目になりましたが開催しています。
＜資料 25　両毛の工業団地分布・市町村領域＞
＜資料 26　工業統計調査結果：平成 18年＞ ＜資料 27　九州県際サミット＞
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道州制に行くまでには、過疎地域の問題を何とかしな
くてはいけません。どこの省庁だったか忘れましたが、
研究の数字が出ていました。人口 3 万人以上の市町村
の県境地域と非県境地域では、人口の減少や過疎化など
のいろいろな問題において、ほぼ同じレベルで良くも悪
くもなっていると。
しかし、3 万人未満の市町村の県境地域と非県境地域
では、明らかに県境地域の衰退が著しいというデータが
出ておりました。まさに九州においても、85 自治体の
うちほとんどの市町村、特に町村においては 3 万人未
満の町です。そこから取り組んでいこうということで、
この「九州県際サミット」を開催しております。
このきっかけになったのは、戸田先生を九州にお招き
してご講演いただいたときに出た「三遠南信サミット」
のお話です。九州でもこういったサミットができるので
はないだろうかということで、それ以来ご指導をいただ
きながら「九州県際サミット」をやっています。
そのなかの一環として紹介させていただきたいのは、
「バーチャル州議会」というものを開催いたしました。
既に九州ではいろいろな団体が道州制の議論をしており
ます。もう 10 年ほど前から市長会でも取り組んでいた
だき、報告書も何度も出していただいてやっております。
もうそういう議論をする段階ではないと。九州は一つの
州になったということを前提に州議会を開催しようとい
うことでやりました。州知事には、現職の熊本県蒲島知
事にご就任いただきました。それぞれ首長の皆さまや経
済界等、産学官、皆さま方に仮想の州議会議員になって
いただきまして、我々で議案を作成してやりました。そ
れを幾つかご紹介させていただきます。　
まず、危機管理について専門組織で危機管理庁を設立
しようという議案が第 1 号議案で出ました。特に宮崎
市長のところでも、鳥インフルエンザや口蹄（こうてい）
疫、または新燃岳の噴火等、災害が数多くありました。
災害は県境を越えますが、行政圏は県境を越えてはな
らない。そのため、各自治体もずいぶんご苦労されたの
ではないかと思います。まず 1 号の議案として出たのが、
そういったものをしっかり一元化して九州全体で取り組
んでいこうということでした。そのなかにおいても、や
はり下支えをしていただいている地域の消防団の組織化
が難しくなっているということも意見に出されました。
これは可決された例です。
一方、否決された例があります。これは九州のなかで
高速交通体系をつくろうと。後数年で東九州自動車道は
開通しますが、ここに新幹線を通そうということでやり
ましたら、九州経済フォーラムの会長が JR 九州の会長
というわけではないのですが、どうも現実的ではないと
いうことで継続審議になりました。このようなことで 7
号議案のうち 2 号議案は継続審議で、5 号議案が可決さ
れました。これを続けていくことによって、九州が一つ
の州になったときのシミュレーションの一つになるので
はないかと考えています。
○戸田：よろしいですか。「九州県際サミット」が出て
おりますが、ここにもふれていただければと思います。
○西座：時間が押しているなかで申し訳ありません。こ
のようにサミット宣言をやっています。九州県際サミッ
トの開催等、道州制に向けた協議ですが、7 月の第 3 回
サミット宣言で採択された宣言として「県境地域が連携
して行う林業振興、定住自立圏等、国の施策については
その重要性を鑑み、財政措置の割増を実施することを各
関係省庁に要請する」ということで、これはしっかりと
＜資料 28　バーチャル州会議＞ ＜資料 29　サミット宣言＞
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サミット、各首長さんの連名も含めて関係省庁に提案・
要望していこうということで決まりました。以上です。
○戸田：ありがとうございます。急がせてすみません。
このバーチャル州議会は、県際サミットと一緒に開催さ
れたのですが、県境市町村の市長さんがお集まりになら
れて、ちょうど鳥インフルエンザで首藤市長さんはお越
しになれなかったのですが、そのなかでは非常に具体的
な話が出ました。
最初の首藤市長の資料にもありましたが、県境を越え
て鳥獣害を市町村で一斉にやろうということで、佐伯市
と延岡市が一斉に県境を越えて鳥獣駆除を一緒にやられ
ました。そういう県を越えなければならない具体性がボ
トムアップな道州的の考え方だと思います。
４．県境地域相互の連携に向けての期待
○戸田：それでは、もう時間が終わりになってしまいま
すが。今日は細部にまで入ることはできませんでしたが、
県境地域同士が連携していくことの意義、あるいは三遠
南信はこうしたらいいのではないかということを最後に
発言をいただいて終わりとさせていただきたいと思いま
す。西座さん、お願いします。
○西座：それでは、最後に「九州県際サミット」のとき
のアンケートを紹介させていただいて終わろうと思いま
す。佐賀県太良町は、隣県の長崎県と近い中核都市の諫
早市まで買い物や病院へいつも行っています。ほとんど
が諫早市に行っているのですが、例えばワクチン接種な
ど助成を受ける医療行為については、当然、県内で受け
るわけです。今まで行ったことがない病院を探して行か
なければいけないという障害を感じるという町の職員の
方のアンケートです。
一方、これと同じアンケートを諫早市の職員の方のア
ンケートでは、太良町の方も諫早市にみえていて、一切
何も障害を感じていない。病院にも買い物にもおいでい
ただいている。何も障害がなく、市民・町民には影響は
ないというアンケート結果です。
だから、お互いが県境を一方的に意識する。受ける側
としては意識をしない。こういうことが県境問題を考え
る、我々を含めた団体がもっと幅広く、この問題を認識
してもらう運動や活動を今後していくべきだろうと思い
ます。
○戸田：ありがとうございました。続いて首藤市長さん、
お願いします。
○首藤：県境地域を越えた連携については大変課題も多
いですし、その分、期待も大きいと思っております。た
だ、いろいろな切り口がありまして、先ほどからいろい
ろと出ています。例えば、防災のために県境を越えて地
域として連携をしましょうということ。これはこれで非
常に重要です。ただ、それはあくまでミクロな観点での
重要性の高さだと、私は思っております。
別な言い方をしますと、先ほど医療の話もしました。
地域医療の問題です。各県単位で取り組んでいると、な
かなか最適解にたどり着きません。やはりもっと広いエ
リアで、九州なら九州全体でどのように制度をつくって
いくのか、あるいはシステムをどうつくっていくのかと
いうことが片方でマクロな観点として必要です。
ミクロの部分は県単位でやったり、自治体同士の連携
でやったりして取り組んでいかなければいけないです
が、このミクロとマクロの両面をしっかり追求していく
ことで、県境を越えた連携が本当の意味で価値のあるこ
とになってくるのではないかと思っています。
先ほど道州制の話もありました。九州は一つの島です
ので一体感を出しやすいです。九州は市だけでも 118
市あります。この 118 市ある九州市長会としては、私
も道州制検討推進委員会のメンバーになっていたのです
が、もう何年も前に道州制を推進しようという決議まで
総会でいたしました。ただ町村会は基本的には反対です
し、知事会も推進派の方と慎重派の方で分かれておりま
す。ですから、なかなか思うようにはいきません。
なぜ九州全体で一つのかたちをつくることが必要なの
かということを一つだけ申し上げれば、広域的な最適解
をつくっていくためです。例えば医療というシステムを
九州全体で最適解をどうつくるのか。産業の連携をどう
していくのか。そのほか、いろいろな分野での課題解決
を広いエリアでしっかりやろうと。答えを見つけていこ
うというのが、私たちとしては道州制の一つの姿ではな
いかと思っております。これは県同士の合併だけで終わ
るようでは基本的には意味がありません。やはり、トー
タルで道州ごとのビジョンをしっかり描けるような地方
の分権に基づいた道州制の姿を追求していくことが大事
だと感じています。以上です。
○戸田：ありがとうございました。広域的な観点から発
言いただきました。やはり全国的に考えなくてはならな
いことだという感じもいたします。では、藤山さん、お
願いします。
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○藤山：手短に 3 つだけ申し上げます。最近、道州制
あるいは大阪都構想のような統治機構の話がはやってい
ます。だからこそ私は、もう一度、住民にとって身近な
地元をつくり直すような仕掛けが必要なのではないかと
思います。
これからは定住と循環の時代です。それは一番の地元
レベル。ちょうど例えば飯田市でいうならば公民館や自
治振興センター単位、あるいは先ほどの小学校区単位で、
しっかり自分たちの地域を自分たちが設計・運営できる
仕組みの礎の上にいろいろな統治機構が始まらなければ
いけないのではないかと思っています。ですから、この
三遠南信も 388 の小学校区の多様性をどんどん出して
いくと非常に楽しみなのではないかと思います。
2 番目は、そういった個々の地元がしっかりしてくる
と、大都市、特に沿岸の大都市の団地やマンションが大
変なことになっています。ものすごく爆発的な高齢化が
起きています。あるいは災害のときも非常に危ういです。
パートナーエリアとして、ぜひ疎開保険等、まさに広域
的な連携を、しかし、地元に根ざしたかたちでしてもら
えないだろうかというのが 2 番目です。
3 番目は、地元も広域連携も人材育成が根幹を握って
いると思います。ここで切磋琢磨しなければいけませ
ん。しかも、あらゆる面で。ぜひ三遠南信に中山間セン
ター、あるいは新しい時代の地方公務員を鍛える連合大
学院のようなものをつくられたらいかがなものでしょう
か。リニアも来ます。ぜひ人材を根幹に据えるような戦
略をもっていただければ、私は非常にこの地域は、いろ
いろな大きさの自治体が非常に活発に行っています。ま
さに、これからの地方を支える人材を輩出するようなこ
とができるのではないかと思っています。以上です。
○戸田：ご提案もありがとうございました。では、続い
て蟹江先生、お願いします。
○蟹江：今日のいろいろなお話を聞いて、あらためて、
これからの三遠南信の発展性に大きな期待を持たれるこ
とを痛感しました。ただ、三遠南信のなかにも 230 万
の圏域で高齢化が進んでいると思います。限界集落もあ
るだろうと思います。私も自分が高齢者になりましたか
ら、近隣福祉社会に少し興味を持ちました。老人と国が
一人一人つながり、制度としてつながっているのではな
く、もう少しコミュニティとして老人をきちんと面倒み
るような仕組みが必要だろうと。
まさに今、藤山さんがおっしゃったように、そのエリ
アは公民館区や小学校区なのです。これが一番コミュニ
ティの原単位で、もう少し血の通った補完関係や支援関
係をつくっていく必要があります。
三遠南信の場合、インフラはどんどん整備されるで
しょうから、特に 230 万のうちの太平洋側の沿岸地域
はどんどん発展するでしょう。ただ山のほうはちょっと
心配です。以上です。
○戸田：ありがとうございました。では、最後に大坪さ
ん、お願いします。
○大坪：私は防災のお話を今回はさせていただきました
ので、最後に防災に関連しまして。当市の課題でもある
のですが、岩手県をはじめ、広域防災連携の体制づくり
を県単位で一義的に進めている地域があります。岩手県
の場合、遠野市が今回の震災において後方支援で活躍し
たという事例があります。私どもの青森県においては、
その構想に向けて、現在準備を進めているところです。
まさしく三遠南信地域は、南北に非常に長くてエリア
も非常に大きい地域ですので、沿岸部と内陸部、災害の
危険性はそれぞれに抱えていると思います。今後、三遠
南信ならではの広域防災連携のモデルケースをご提示い
ただければ、私どもも非常に参考になります。これから
の安全・安心の社会づくりに向けて、防災・減災の充実
のための全国の先駆けになるものをお示しいただければ
大変ありがたいと思っております。
○戸田：ありがとうございました。話題は多いですが、
なかなか時間どおりの進行をすることができませんでし
た。これから私どものセンターを含めて、一つ一つの課
題を考え、またその発展性を追求していきたいと思いま
す。
５．まとめ
○戸田：それでは、最後に地元の牧野市長さんから総括
的なご意見をいただいてシンポジウムを締めたいと思い
ます。
○牧野：本日は「第 1 回全国越境地域政策シンポジウム」
ということで、それぞれのパネリストの皆さま方には、
はるばる飯田の地まで来ていただきまして、県境地域の
新たな可能性について議論していただきましたことに対
して、あらためて御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
本当に、今日のメンバーを時間距離にしたら大変なと
ころから来ていただいていると思います。北は八戸、南
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は九州、どう考えても時間距離にしたら半日ではすみま
せん。はるばるここまで来ていただきました。つまり県
境地域を論じることは、そのぐらいエネルギーと時間が
かかるものだと、あらためて思います。
しかしながら、それを乗り越えて県境地域の新たな可
能性を論じていくことに対しては意義があるということ
を、あらためて感じました。ぜひこうした県境地域の頑
張っている皆さん方と私ども三遠南信圏域として、しっ
かりまた連携をさせていただいて、それぞれに切磋琢磨
しながら、それぞれに可能性を大いに追求していくこと
ができればと思っております。どうかよろしくお願い申
し上げ、御礼の挨拶とさせていただきます。本当にあり
がとうございました。
○戸田：どうもありがとうございました。またパネリス
トの皆さん、どうもありがとうございました。時間が短
いなかでご報告いただきましてありがとうございまし
た。また、パネリストの皆さんは、この後分科会にもお
出になりますので、また補足や質問等をいただければと
思います。どうもありがとうございました。
○司会：どうもありがとうございました。コーディネー
ターの戸田先生、そして 5 人のパネラーの皆さんに、
もう一度、大きな拍手をお送りください。本当にどうも
ありがとうございました。
（終了）
